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平成 20 年（2008 年）の口永良部島の火山活動 
 

福岡管区気象台 
火山監視・情報センター 
鹿児島地方気象台 

 

口永良部島では９月４日に振幅のやや大きな火山性地震が一時的に増加しました。 

９月頃から新岳火口付近の膨張を示す変化が認められ、火山性微動もやや多い状態

が続きました。さらに 10 月からは、新岳山頂火口の噴気が増加し、火山ガスの増加も

認められ、火山活動が高まった状態が続きました。 

 

○ 2008 年の活動概況 

・地殻変動（図１～図３、図５、図６） 

GPS 連続観測では、９月以降、新岳火口浅部の膨張を示す変化が続いていました 

また、11 月に行なった光波測距観測１）でも、屋久島町役場口永良部島出張所から新岳火口付近

にある観測点間の斜距離に、山体の膨張を示す縮みの傾向が認められます。 

１）光波距離計を用いて山体に設置した反射鏡までの距離を測定し、山体の膨張や収縮による距離の変化を
観測しています。 

・地震、微動の発生状況（図１、図４） 

火山性地震の年回数は 1,541 回と昨年(1,753 回)と大きな変化はありませんでしたが、９月４

日には一日で 70 回と一時的に増加しました。火山性地震の震源は、主に新岳火口直下のごく浅

い所に分布しました。 

火山性微動は、2007 年８月～2008 年８月までは月回数が数回程度と少ない状態で経過しまし

たが、９月以降は 39～95 回と増加しました。年回数は 261 回（昨年 310 回）でした。 

・噴気や火山ガスの状況（図１、図７） 

遠望カメラによる観測では、新岳山頂からの噴気はこれまで最高で火口縁上で 30m 程度でした

が、10 月以降増加し、火口縁上概ね 200m で推移しました。 

また、火山ガスの観測では、二酸化硫黄の放出量が 10 月から増加傾向が続き、12 月には一日

あたり概ね 200ｔ/day を観測しました。 

・上空からの観測（図７） 

９月から 12 月にかけて行なった上空から観測（鹿児島県、九州地方整備局、第十管区海上保

安本部および海上自衛隊鹿屋航空分遣隊の協力による）を行ないました。熱異常域２）の分布に
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変化は見られませんでしたが、新岳火口からの噴気は、９月には火口内に留まる程度でしたが、

10 月以降増加しているのを確認しました。 

 

２）赤外熱映像装置で観測しています。赤外熱映像装置は、物体が放射する赤外線を感知して温度を測定す
る測器で、熱源から離れた場所から測定できる利点がありますが、測定距離や大気等の影響で実際の熱源の温
度よりも低く測定される場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表１ 口永良部島 観測点一覧 

機器の種類 観測点名 緯  度 経  度 標 高 設置高 観測開始日 備  考 
KER1 30°26.9′ 130°12.9′ 570m  1999/9/11 基準観測点 

KER2 30°27.1′ 130°13.0′ 580m  2003/5/10 短周期上下成分 

KER3 30°26.4′ 130°12.8′ 630m  2004/2/23 短周期上下成分 
地震計 

KER4 30°26.7′ 130°11.9′ 150m  2004/2/21 短周期上下成分 

空振計 30°27.8′ 130°11.4′ 3m 5m 1999/9/11  

監視カメラ 
KERO 

30°27.6′ 130°11.6′ 11m 15m 2004/3/10  

震度計 KUCHIE 30°27.9′ 130°11.4′ 20m    

新岳 30°26.7′ 130°12.6′ 350m  2006/12/10  

七釜 30°26.3′ 130°13.2′ 435m  2006/12/10  ＧＰＳ 
田代 30°28.3′ 130°12.9′ 101m  2006/12/10  

 

口永良部島 観測点配置図 
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図１※ 口永良部島 最近の火山活動の推移（2000 年１月１日～2008 年 12 月 31 日） 

GPS 基線長変化で伸びの見られ始めた 9 月以降から、火山性微動の発生、噴気活動の活発化、二酸化
硫黄の増加が続いており、火山活動が高まった状態が続いています。 
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図２ 口永良部島 光波測距観測１）による斜距離変化(2003 年５月～2008 年 11 月 18 日) 

屋久島町口永良部島出張所と山頂にある KERE2 観測点間の斜距離に新岳火口の膨張を示す縮
みの傾向が認められます。  

図４※ 口永良部島 震源分布図(2007 年 1 月 12 日～2008 年 12 月 31 日) 

震源は、主に新岳火口直下のごく浅い領域に分布し、これまでと比べて特段の変

化はありませんでした。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 口永良部島 光波測距観測点 

KERE3

KERE4

KERE1

KERE2
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図６ 口永良部島 GPS 連続観測基線図 

 

図５※ 口永良部島 GPS 連続観測による基線長変化(2006 年 12 月８日～2008 年 12 月 31 日) 

９月頃から新岳火口の膨張を示す変化が認められます（  は伸び、  は縮みを表します）。 
この基線は図５の①～⑧に対応しています。 
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①可視画像と熱画像 2008 年９月６日（鹿児島県の協力により北北東側から撮影） 

②可視画像と熱画像 2008 年 10 月１日（九州地方整備局の協力により北北東側から撮影） 

③可視画像と熱画像 2008 年 10 月 25 日（第十管区海上保安本部の協力により北側から撮影 
熱画像は京都大学防災研究所付属火山活動研究センターの撮影による） 



平成 20年 口永良部島 

口永良部島 -7- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④可視画像と熱画像 2008 年 12 月 16 日（海上自衛隊鹿屋航空分遣隊の協力に北東側から撮影） 

撮影方向 

図７ 口永良部島 上空から撮影した新岳の可視画像と熱画像の比較 

・新岳火口内では、噴気活動が徐々に活発化しています。 
・新岳火口内やその周辺部の熱異常域の分布には大きな変化はありませんでした。 

＊熱画像の温度表示レンジは高温域ではない領域の平均温度(ラインＡ)で調整しています。 
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資料 

 

 

 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 

１日 0 3 1 0 0 3 1 0 1 1 0 6 
２日 3 1 0 1 1 1 2 0 4 3 2 0 
３日 2 2 0 0 3 2 1 2 0 0 0 2 
４日 2 3 1 0 1 0 6 0 23 0 2 2 
５日 1 3 4 0 0 1 1 1 1 0 1 0 
６日 0 2 2 1 1 0 1 1 2 0 4 3 
７日 1 1 2 0 0 5 0 3 3 1 0 1 
８日 1 1 1 1 0 0 0 0 2 0 1 2 
９日 0 1 0 1 2 1 1 2 2 2 0 2 
10 日 1 0 0 2 1 0 1 0 4 5 1 0 
11 日 0 2 0 2 1 1 1 0 4 1 1 1 
12 日 2 3 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 
13 日 0 1 1 1 1 5 1 5 4 0 0 1 
14 日 0 1 1 0 1 0 2 2 3 1 3 0 
15 日 3 2 0 1 0 0 3 0 0 3 0 0 
16 日 1 1 5 1 2 0 0 0 0 2 4 2 
17 日 2 2 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1 
18 日 1 0 6 2 1 2 0 0 1 1 0 0 
19 日 2 0 1 0 0 0 4 5 1 0 1 7 
20 日 1 1 1 1 2 3 6 0 0 0 0 1 
21 日 1 0 1 0 1 1 1 0 2 3 0 2 
22 日 2 2 0 1 1 0 0 3 0 1 1 0 
23 日 1 2 2 0 0 0 2 2 0 0 0 7 
24 日 0 0 3 1 0 0 2 5 0 0 1 9 
25 日 0 0 1 3 0 2 0 4 3 5 1 5 
26 日 3 2 4 0 0 4 1 2 3 2 1 2 
27 日 0 0 0 0 0 1 0 2 0 0 0 9 
28 日 0 1 0 1 2 0 1 4 3 2 1 9 
29 日 1  1 1 1 0 0 2 0 0 0 8 
30 日 0  0 2 3 1 1 1 0 2 3 6 
31 日 2  1  0  0 5  1  5 
月合計 33 37 42 25 27 34 40 53 69 37 29 93 
年合計 519  

 

 

 

 

 

 

 

表２ A 型地震の日別発生回数 
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資料 

 

 
    １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 

１日 3 2 2 5 8 3 6 2 3 7 3 11 
２日 7 1 2 3 7 3 5 1 13 7 4 4 
３日 3 4 2 3 2 2 1 3 2 2 0 5 
４日 2 3 7 4 7 1 1 0 47 5 1 1 
５日 1 2 6 4 1 5 3 4 1 1 0 3 
６日 2 0 2 3 5 0 2 2 1 0 2 3 
７日 3 2 2 1 2 2 2 2 1 3 3 0 
８日 2 5 5 1 1 2 4 2 1 0 1 0 
９日 3 4 7 5 2 2 2 1 0 0 1 1 
10 日 4 2 2 3 1 3 2 4 1 9 2 2 
11 日 0 1 2 6 3 3 4 1 0 0 4 1 
12 日 1 3 4 3 2 2 1 4 0 3 0 0 
13 日 2 3 1 4 3 1 2 2 0 1 2 1 
14 日 4 4 0 3 3 1 2 3 3 2 2 0 
15 日 1 1 0 2 6 0 8 0 0 6 2 0 
16 日 3 0 0 3 4 3 1 2 2 7 4 4 
17 日 5 2 0 3 2 3 2 2 2 0 1 1 
18 日 5 3 0 2 3 3 2 3 3 1 0 3 
19 日 2 2 0 6 1 4 2 4 2 0 1 1 
20 日 1 4 2 5 1 2 1 4 2 0 3 1 
21 日 3 2 3 1 1 3 1 2 9 0 1 1 
22 日 4 3 5 2 3 1 2 6 2 8 5 2 
23 日 2 2 4 6 2 0 4 2 1 1 1 1 
24 日 6 2 6 0 1 0 2 7 2 0 2 0 
25 日 5 2 3 2 6 3 2 2 5 6 3 0 
26 日 4 3 7 5 2 2 5 5 5 7 3 1 
27 日 3 6 4 2 0 2 2 6 2 3 5 2 
28 日 2 1 3 3 1 3 2 11 4 3 11 0 
29 日 3  2 3 7 0 2 2 1 2 0 0 
30 日 4  2 2 3 3 2 4 2 6 11 1 
31 日 1  3  6  4 4  6  1 
月合計 91 70 88 95 96 62 81 97 117 96 78 51 
年合計 1022  

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ Ｂ型地震の日別発生回数 
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資料 

 

 
    １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 

１日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 5 3 
２日 0 0 0 1 0 0 0 0 0 3 4 4 
３日 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 1 4 
４日 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 5 
５日 1 0 0 0 0 0 0 1 0 3 1 1 
６日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 5 2 
７日 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 
８日 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3 2 
９日 1 0 0 1 0 0 0 0 0 3 2 3 
10 日 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3 3 1 
11 日 0 0 0 1 0 0 0 0 3 1 1 1 
12 日 0 0 1 1 0 0 0 0 3 3 2 1 
13 日 0 0 0 0 0 1 0 0 2 5 0 0 
14 日 0 0 0 0 1 0 0 0 4 3 0 0 
15 日 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 2 
16 日 0 0 0 0 0 0 0 0 2 4 0 4 

17 日 0 0 0 1 0 0 0 0 3 2 1 0 
18 日 0 0 0 0 0 0 0 0 2 9 1 0 
19 日 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 
20 日 0 0 0 1 0 0 0 0 4 1 1 0 
21 日 0 0 0 0 0 0 0 0 2 5 1 0 
22 日 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 5 0 
23 日 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 
24 日 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 
25 日 0 0 0 0 0 0 0 0 2 4 1 1 
26 日 0 0 0 0 0 0 0 0 3 6 2 0 
27 日 0 0 0 0 0 0 0 0 2 6 4 0 
28 日 0 0 0 0 0 0 1 0 4 5 4 0 
29 日 0 0 2 1 0 0 0 0 3 6 1 0 
30 日 0  0 0 0 0 2 0 2 6 3 0 
31 日 0  0  0  0 0  3  0 
月合計 4 0 3 7 1 1 3 4 49 95 55 39 
年合計 261  

 

 

 

 

 

 

表４ 火山性微動の日別発生回数 


